出産後の女性の精神・身体症状の経時的変化とその評価 by 所 恭子
出産後の女性の精神・身体症状の経時的変化とその
評価
著者 所 恭子
内容記述 この博士論文は内容の要約のみの公開（または一部
非公開）になっています
発行年 2016
学位授与大学 筑波大学 (University of Tsukuba)
学位授与年度 2016
報告番号 12102甲第7914号
URL http://hdl.handle.net/2241/00145545
 論文概要
〇	 論文題目	 
    出産後の女性の精神・身体症状の経時的変化とその評価
〇	 指導教員	 
 人間総合科学研究科看護科学専攻	 水野　道代	 教授
（所属）筑波大学大学院人間総合科学研究科看護科学専攻（博士後期課程）
（氏名）　所　恭子
目的：出産後の女性の心身の症状を調査して実態を把握するとともに，その客観的評
価方法を試行する。
研究 1:質問紙により出産後１年までの女性の心身の症状を調査し，健康状態を明らか
にするとともに，症状に関連する項目を調査する	 
研究 2:心拍変動を解析することにより自律神経機能を測定し，心身の状態や症状の評
価法として試行し評価する。	 
【研究 1】 
対象と方法：調査対象は，調査場所である産科・小児科病院など 14 箇所で受診・
参加した出産後 1 年以内の子をもつ母親である。質問紙の症状項目は自覚症状しら
べ 30 項目（労働科学研究所）および乳房症状（6 項目，4 件法），抑鬱症状（2 項目，
4 件法）その他の心身症状とした。症状に関連する項目は母乳育児関連項目，児に
関連する項目，母親の属性に関連する項目，家族環境，相談関連の項目とした。症
状合計の変化率から出産後の時期を 1 か月，2 か月,3 か月以上の 3 群に分けて比較
した。	 
結果：有効回答数は 909 でありこれを対象とした。平均年齢 31.4 歳(SD	 4.9 歳)で
平均 4.5 か月(3.1 か月)，初産婦 537 人(58%),経産婦 372 人(41%)であった。	 
	 各症状群についてはクロンバックα係数から自覚症状しらべⅠ群，Ⅱ群，Ⅲ群，
抑鬱症状，乳房症状を対象として分析することとした。	 
	 出産後の時期によって分類すると，Ⅰ群~Ⅲ群の合計個数平均値は１か月9.8個，
2 か月 8.6 個，3 か月以上で 10.0 個であった。	 
	 症状群別では全体において，Ⅰ群は 1 か月が最も多く，平均訴え数（SD）は 4.7
（2.4），2 か月 3.9（2.5），3 か月は 4.3（2.6）であった（（p=.037）。Ⅱ群は 1 か
月 2.4（2.6），2 か月 2.1（2.5），3 か月は 2.9（2.9）と増加した（p=.042）。	 Ⅲ群
は 1 か月 2.7（1.8），2 か月 2.6（1.7），3 か月 2.8（1.8），抑鬱症状は 4.7（1.8），
4.8（1.8），4.3（1.8）と有意差が認められなかった（p=.445，p=.263）。Ⅰ~Ⅲ合
計（p=.233），主観的疲労感：（p=.139）も 3 時期間の有意差は認められなかった。
乳房症状は 1 か月 10.6（3.9），2 か月 9.6（4.2），3 か月 8.9（3.6）で 1 か月にお
いて有意に多かった（p<.001）。	 
	 	 多重比較において，初産婦は，抑鬱症状が 1-3 か月(1>3，p<.001)。乳房症状は 1-3
か月（1>3，P<.001）で有意に多かった。経産婦はⅠ群症状が 2-3 か月（3>2，P＝.033），
乳房症状が 1-3か月(1>3，p＝.002)，1-2か月(1>2，p＝.044)で有意差を認めた（P<.001）。	 
	 経産婦におけるⅡ群症状は 3 時期間では有意差を認めたが（p＝.038）多重比較では
差を認めなかった。そこで，Ⅱ群下位項目における 3時期間の多重比較を行ったところ，
「いらいらする」が 3-2か月（3>2，p＝.048），「ちょっとしたことが思い出せない」
が 3-2か月，3-1か月（3>2, p=.018，3>1，ｐ=.014），「することに間違いが多くなる」
が 3-2か月，3-1か月（3>2，p=.022，3>1，p<.013）で有意差が認められた。 
	 症状項目で 50%以上の訴えがある項目は全時期において「あくびが出る」「ねむい」
「横になりたい」「肩がこる」であった。 各時期では，上記の症状に加えて初産婦にお
いては 1か月で「心配がある」「不安がある」「手首が痛い」「乳首が痛い」，2か月で「心
配がある」「不安がある」「手首が痛い」であった。 経産婦において，1か月では「い
らいらする」「腰が痛い」， 3か月では「いらいらする」「腰が痛い」であった。 
	 
考察：出産後の母親におけるⅠ群症状「ねむけとだるさ」の訴え率は先行研究や夜勤
労働者の夜勤後の訴え率より高かった。Ⅰ群症状は普遍的な疲労症状と捉えられており，
出産後の母親は夜勤者よりも疲労が強いと考えられた。	 
	 Ⅱ群「注意集中の困難」は特徴的な症状群で，通常は夜勤・一昼夜勤務後に多く出現
し，「へとへと」な状態であると考えられている。経産婦において 3 か月以上で「いら
いらする」，「ちょっとしたことが思い出せない」，「することに間違いが多くなる」が多
くなることは，出産後の母親の疲労状態が 3 か月以降で質的な転換を生じていると考え
られる。	 
	 乳房症状については初産，経産婦とも 1 か月で有意に多く，出産後早期からの支援が
必要であると考えられた。	 
	 初産婦は 1 か月で睡眠不足，疲労，乳房症状が多く，経産婦は 3 か月以上でⅠ群症状，
Ⅱ群のうち情動や認知を示す症状が多かったのが特徴的であった。出産後の母親につい
ては 1 か月のみでなく，出産後長期にわたるアセスメントが必要であると考えられた。	 
	 
【研究２】	 
対象と方法：調査対象は産後健診を受診予定の 16人で，出産後 1,2,3か月において縦
断断的な調査を行った。外来にて出産後の体調について口頭で質問し，自記式の質問紙
「自覚症状しらべ」と心理テスト STAI に記入してもらい，その後心拍変動検査を行っ
た。心拍変動検査は心電図における RR 間隔のゆらぎを観察するもので自律神経機能検
査として幅広く行われている。これらの方法を用いて，出産後の状態を客観的に評価す
ることを目的とした。 
	 分析は各検査項目および心拍変動の中央値での記述的統計と，体位変換試験によって心
拍変動成分の中央値を比較し,自覚症状しらべ，STAIとの相関を調べた。 
 
結果	 出産後の母親 16人のうち初産婦は 8人，経産婦は 8人であり，年齢平均は初産
婦 28.3才, 経産婦 32.8才ですべて正期産であった。 
	 状態不安，特性不安とも 3時期間に有意差はなかった。自覚症状しらべも 3時期間の
有意差は認められなかった。 
	 安静時においては心拍数は 0か月が最も高く，経時的に減少した。HF（高周波成分），
LF/HF（低周波成分/高周波成分比）は 1か月で最も大きくなり，3か月では減少した。ど
の時期においても経産婦の方が初産婦より高値であった。 
	 自覚症状しらべ, STAI得点と安静時の心拍変動成分の相関において，HF（安静 1）
は状態不安(r=.312, ｐ＝.031), 特性不安（r=.297, p=.041）と弱い正の相関が認められ
た。 
	 体位変換前後におけるHF, LF/HF値の中央値の差は, HFでは安静 2—安静 1は 94.3
（-61.8, 166.5）, 安静 1—立位は 132.0（67.3, 324.0）, 安静 2-立位は 239.8（231.3, 
1979.1）であった。 LF/HFでは安静 2—安静 1は－.05（̶.79, .51）, 安静 1̶立位は 4.0
（1.60, 10.42）, 安静 2-立位は 4.7（1.25, 10.61）であった。 
	 体位変換前後の HFと自覚症状の相関は，HF安静 2－1とⅢ群（r=.297, p=.04）, HF
安静 2－立位とⅢ群（r=.321，p=.024）で弱い正の相関が認められた。STAI得点とは相
関は認められなかった。 
	 体位変換前後の LF/HFと自覚症状, STAI得点とは有意な相関は認められなかった。 
	 状態不安が 46以上の場合に限定すると，体位変換前後の HF, LF/HFと自覚症状, 状
態不安との相関は，LF/HF（安静 2-1）がⅢ群と負の相関（r=̶.626, p=.039），特性不
安と正の相関が認められた（r=.528, p=.043）。 
	 自覚症状 3群合計が 7以上以上の場合に限定すると，HF（安静 2-安静 1）はⅡ群と
負の相関（r=－.471, p=.027）, Ⅲ群と正の相関（.499, .018）, LF/HF（立位－安静 2）
はⅠ群（r=－.425, p=.049）と負の相関が認められた。 
	 体位変換前後の HF, LF/HFと自覚症状しらべ得点に相関の見られた「安静 2－安静 1
の差」について,ケースの分析をおこなったところ，ケース 1では出産後 1か月での睡
眠不足，疲労感が見られ，自覚症状しらべ，STAIが高得点を示した。心拍変動では
HF中央値（安静 1）は 1183（msec2）と全対象者の中央値 327（msec2）と比較して
高値であり，また安静 2との差は－715（msec2）と減少しており，全対象者における差
の平均 94.25（msec2）と比較して変化が著明にに大きかった。また LF/HF（安静 1）
では他の平均値との明瞭な違いは認められなかった。 
	 ケース 2は自覚症状しらべ得点，状態不安/特性不安とも低得点であったケースであ
る。HF中央値（安静 1）では 307（msec2）で全対象者の中央値 327（msec2）とほぼ
同様であり, 安静 2 と安静１の差は 1041（msec2）と安静 2において著明に増大して
いた。また LF/HF（安静 1）の差は全体の差より大きかった。 
 
考察	  
(1) 心拍変動値の時期的変化 
	 HFは安静１において, 1か月で最も多く，0か月と３か月はそれより低値であった。この
時期は出産後に子宮が収縮･復古するため,胸郭が拡がることで呼吸が深くなり，生理的に
HFに影響を及ぼしたとのではないかと考えられる。交感神経は副交感神経機能により調節
されるため, HFが高くなれば間接的に LF/HFも 1か月で高くなる。これは自律神経の生
理学的な変化が影響しており，またそれ以外に 1か月での母親の疲労や緊張も影響してい
る可能性があると考えられた。 
 
(2) STAI, 自覚症状と心拍変動 
	 	 HF中央値は状態不安, 特性不安と弱い正の相関が, また HF体位変換値（安静 2-1, 安
静 2-立位）においては	 Ⅱ群と弱い負の相関，Ⅲ群と弱い正の相関が認められた。 
	 Ⅱ群はいらいらする, 注意集中の困難など精神的症状や慢性疲労を示しており，安静 2と
1の差が大きかったと言うことは，安静 1での緊張が高く，いらいらや注意集中の困難など
精神症状が高いことと関連しているのではないかと考えられる。 
	 HFとⅢ群で弱い正の相関が見られたことに関しては，人は緊張が低下してきて初めて症
状を感じやすくなると解釈された。つまり, HF増加は単にリラックスしているということ
だけでなく, 疲労も感じやすい状態であり休息が必要であることが示唆される。 
 	 自覚症状 3群合計が多い（7個以上）群を抽出した場合， HFは安静 2と安静 1の差に
おいてⅡ群では負の相関, Ⅲ群では正の相関が認められたが，これは安静 1での交感神経緊
張状態，あるいは安静 2での副交感神経の反応の遅さを示していると考えられた。 
 
(3) ケースにおける体位負荷前後の HF, LF/HF成分の差と自覚症状しらべ得点 
	 自覚症状しらべが高得点であるケースでは HFが立位後に立位前のレベルに戻らなかっ
た。これは立位前後で副交感神経の恒常性への回復が遅れており，これが自覚症状，STAI
と関連していると考えられ, 疲労, 眠気，不安との関連が示唆された。 
 
結語  
	 出産後の母親の疲労, 健康状態について, 自覚症状しらべ, STAI, 心拍変動による客観的
なアセスメントを試みた。その結果，自律神経機能は生理的に変化するとともに, 情動や生
活変化, 疲労の影響を受けていた。出産後のアセスメント項目として自律神経機能の評価は
自覚症状や不安と相関があり,出産後の健康評価のひとつとして使用する場合の基礎的な見
地となりうると考えられた。 
	 
